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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常
日
頃

か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

古
平
町
の
顔
と
な
る
中
心
拠
点
誘
導
複

合
施
設
、
通
称
「
か
な
え
ー
る
」
が
昨
年

１
月
に
完
成
し
、
５
月
連
休
明
け
か
ら
業

務
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

駐
車
場
や
道
路
工
事
が
未
整
備
の
た
め
利

用
に
あ
た
っ
て
、
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
す
が
も
う
し
ば
ら
く
ご
辛

抱
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
未
だ
に
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
全
国
的
に
生
活
環
境

の
悪
化
や
経
済
へ
の
打
撃
な
ど
多
大
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
昨
年
12
月
に
物
価

高
に
対
す
る
町
民
の
生
活
支
援
と
コ
ロ
ナ

で
疲
弊
し
た
町
内
経
済
の
活
性
化
対
策
と

し
て
、
全
世
帯
に
「
地
域
応
援
商
品
券

（
15
千
円
）」
の
配
布
や
「
灯
油
等
購
入
費

用
（
１
万
円
）
」
の
助
成
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
灯
油
等
購
入
助

成
に
つ
い
て
は
、
１
月
10
日
ま
で
の
申
請

期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
方
は
大
至
急
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
は
、
昨
年
解
体
し
た
旧
役
場

庁
舎
や
文
化
会
館
跡
地
を
活
用
し
、
道
の

駅
や
子
ど
も
の
第
３
の
居
場
所
づ
く
り
、

更
に
は
１
５
０
年
記
念
広
場
の
建
設
な
ど

大
型
事
業
に
着
手
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
古
平
町
の
財
政
は
、
財
政
規

模
が
小
さ
い
た
め
、
悪
化
に
陥
る
こ
と
も

あ
る
不
安
定
な
財
政
状
況
で
あ
り
、
決
し

て
余
裕
の
あ
る
財
政
状
況
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
常
に
健
全
な
財
政
を
維
持
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
政
状
況
の

厳
し
い
中
、
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
は
、
町
長
就
任
時
に
掲
げ
た
「
対
話
と

融
和
と
連
携
に
よ
る
町
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
に
真
に
必
要
な
政
策
に
優

先
順
位
を
見
極
め
、
町
民
皆
さ
ま
の
声
を

行
政
に
反
映
さ
せ
、「
自
助
」・「
共
助
」・「
公

助
」
の
役
割
を
明
確
に
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
が
続
く
中
、
古

平
町
の
将
来
を
、
私
を
は
じ
め
全
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と

り
の
町
民
の
声
を
大
切
に
し
て
し
っ
か
り

と
向
き
合
い
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
こ
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
本
年
も
相
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

古平町長

成　田　昭　彦
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

古
平
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
謹

ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
常
日
頃
か
ら
町
議
会
に
対
し
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
依

然
と
し
て
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
は
、
年
明
け

早
々
か
ら
の
第
六
波
、
そ
し
て
第
七
波
と

感
染
者
数
は
増
加
と
減
少
を
繰
り
返
し
、

そ
の
中
で
も
行
動
制
限
の
緩
和
な
ど
に
よ

り
経
済
活
動
は
徐
々
に
従
来
の
活
気
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
っ
た
も
の
の
、
秋
か
ら
冬

の
寒
冷
期
を
迎
え
、
感
染
者
数
は
ま
た
増

加
傾
向
に
転
じ
、
特
に
北
海
道
で
は
こ
れ

か
ら
冬
の
厳
寒
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

第
八
波
の
到
来
、
さ
ら
に
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
の
同
時
感
染
の
拡
大
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
の
影
響
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
い
冬
期
間
の
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
の
燃
料
費
、
さ
ら
に
は
食
料
品
な
ど
の

生
活
必
需
品
の
度
重
な
る
値
上
げ
に
よ

り
、
生
活
は
厳
し
さ
を
増
す
一
方
と
な
っ

て
い
ま
す
。
私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
町
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
緊
急
経
済
対
策
な

ど
様
々
な
対
応
策
を
協
議
し
迅
速
に
決
定
、

執
行
す
る
よ
う
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
庁

舎
等
複
合
施
設
「
か
な
え
ー
る
」
が
完
成

し
、
半
年
あ
ま
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ

の
間
、
駐
車
場
な
ど
の
周
辺
整
備
が
進
み
、

同
時
に
長
年
に
わ
た
り
町
の
発
展
を
見
届

け
て
き
た
「
旧
役
場
庁
舎
」
と
「
文
化
会
館
」

が
解
体
さ
れ
て
、
時
代
の
流
れ
と
は
い
え

一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
跡
地
に
は
新
た
に

「
道
の
駅
」
や
、
子
ど
も
た
ち
の
「
第
三

の
居
場
所
」
の
建
設
地
と
し
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
準
備
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
特
に
「
道
の
駅
」
は
、
町
の

産
業
、
観
光
面
で
の
発
展
に
大
い
に
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
す
る
も
の
で
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
今
年
は
特
に
、
町

の
次
代
を
担
う
若
者
や
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
新
た
な
未
来
に
向
か
っ
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
す
、
そ
ん
な
年
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
健
康
で
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
幸

多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

古平町議会議長

堀　　　　　清

謹
賀
新
年
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２社に感謝状を贈呈
地域貢献活動感謝状贈呈式

日本ライナー株式会社北海道支店新沼文朗支店長と
株式会社吉本組高橋英二執行役員事業部長に成田町長
から感謝状が贈呈されました。

日本ライナー株式会社は古平中学校駐車場の区画線
が経年劣化により塗装が薄くなっていたため、区画線
の引き直し作業を、株式会社吉本組は古平漁港内の排
水管の汚泥除去及び洗浄作業を実施しました。

11/8

実際に見て触って学ぶ
漁師さんの出前授業

漁師さんが地元古平の漁業を紹介する出前授業が古
平中学校で行われ、１年生11人が参加しました。

東しゃこたん漁業協同組合青年部長の茂木一さんが
実際の漁の様子を納めた動画を流し、古平の漁などに
ついて詳しく説明をしました。その後、生徒たちは実
際に使っているエビかごやウニをとる矛、ロープなど
を触らせてもらっていました。ロープを持ち「重た
い！」とびっくりしている様子も見られました。

11/8

佐藤一郎さん旭日双光章受章
叙勲伝達式

元古平町議会議員 佐藤一郎さんが「旭日双光章」
を受章されました。

11月11日に町長室において伝達式が行われ、成田
町長から伝達されました。

佐藤一郎さんは、昭和62年から平成15年まで古平
町議会議員として４期16年在職し、平成12年からは
副議長を務められ、古平町の発展に貢献されました。

11/11

はんこづくりに挑戦！
わんぱく王国×たけなわ学級×文化教室

松田印判店（小樽市）店主の松田和久さんと３代目
の松田有未さんを講師に招きはんこづくりを体験する

「オリジナルはんこを作ろう！」が「少年少女わんぱ
く王国」、「高齢者教室たけなわ学級」、「文化教室」合
同で開催されました。

参加者27名は、講師指導のもと、22mm角の石に
篆
てん

書
しょ

体
たい

で自分の名前を彫り自分だけのオリジナルはん
こを楽しみながら作り上げていました。

11/12

株式会社吉本組　
高橋英二執行役員事業部長

日本ライナー株式会社
北海道支店　
� 新沼文朗支店長
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３企業の12名が表彰
商工会永年勤続従業員表彰式

古平町商工会が、町内の企業に長年勤めた方を表彰
する永年勤続優良従業員表彰式が漁港会館で行われま
した。

今回は、３事業所に勤めている12名の方が表彰さ
れ、梅野会長から表彰状が贈られました。

また、表彰式では併せて勤続20年以上の８名の方
を対象に北海道商工会連合会長表彰が贈られました。

11/18

７名の作品が受賞
税に関する表彰式

余市地方法人会女性部会が主催する『税に関する絵
はがきコンクール』の表彰式と余市税務署主催の『税
に関する書道展』の表彰式が古平小学校で行われまし
た。書道では余市税務署長賞１名、余市地方法人会会
長賞１名、絵はがきでは、５名が優秀賞を受賞しました。

また、社会貢献活動の一環として法人会古平地区会
福津会長から新１年生に防犯ブザー、６年生に税の重要
性について理解を深めてもらうための租税教育用冊子
や骨伝導ヘッドセットなどの記念品が贈呈されました。

11/22

宮西選手と堀選手が来町
日本ハムファイターズ応援大使トークショー

町の応援大使を務めている北海道日本ハムファイタ
ーズの宮

みや
西
にし

尚
なお

生
き

選手と堀
ほり

瑞
みず

輝
き

選手によるトークショー
が複合施設大ホールで開催され、町民85名が参加し
て両選手との交流を楽しみました。トークショーで
は、参加者から両選手への質問コーナーやサイン入り
ボールやユニフォームが当たる抽選会が行われ、会場
はとても盛り上がりました。また、トークショー前に
は小学校と中学校で児童・生徒が両選手とのキャッチ
ボールや記念撮影などを行っていました。

11/25

竹谷海斗さん、田口洋巡さんが入賞
第33回MOA美術館小樽児童作品展

「第33回MOA美術館小樽児童作品展」の入賞者表
彰式が複合施設町長室で行われました。

同作品展は、小樽市・余市町・古平町・仁木町・積
丹町・赤井川村の小学生を対象に作品募集を行い、絵
画129点、書写152点の応募の中から優れた作品を表
彰するものです。絵画の部では、古平小学校２年生の
竹谷海斗さんが古平町長賞に、古平小学校３年生の田
口洋巡さんが金賞に輝き、成田町長と教育長から賞状
とトロフィーが手渡されました。

11/30
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■
役
場
な
ど
の
公
共
施
設
の
開
庁
日

　

閉
庁
期
間
の
戸
籍
（
出
生
・
結
婚
・
死

亡
等
）
の
届
出
は
管
理
人
が
受
付
け
ま
す
。

住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
戸
籍
抄
本
等
の
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
の
収
集
日

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
日
は
右
記
の

と
お
り
で
す
。
大
掃
除
で
出
た
ご
み
は

ル
ー
ル
を
守
り
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

※�

12
月
31
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
、
す
べ

て
の
ご
み
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

開

場

日　
　

12
月
28
日(

水)

　
　
　
　
　
　
　

12
月
30
日(

金)

　
　
　
　
　
　
　

１
月
６
日(

金)

　

開
場
時
間　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

12
月
31
日(

土)

か
ら
１
月
５
日(

木)

ま

で
運
休
し
ま
す
。
１
月
６
日(

金)

か
ら
通

常
通
り
運
行
し
ま
す
。

■
日
本
海
ふ
る
び
ら
温
泉
「
し
お
か
ぜ
」

○�

年
末
年
始
の
お
休
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
月
の
お
休
み
は
12
日
（
木
）
、
19
日

(

木)

で
す
。

○
営
業
時
間
は
10
時
～
21
時
で
す
。

■
古
平
町
商
工
会

　

12
月
31
日(

土)

か
ら
１
月
５
日(

木)

ま

で
お
休
み
で
す
。

複合施設 Ｂ＆Ｇ 
海洋センター

地域福祉 
センター役場 交流センター 図書館

12月29日(木) 8:45～17:30 9:00～21:00 10:00～18:00 9:00～21:00 8:30～17:30

12月30日(金) 8:45～17:30 9:00～21:00 10:00～18:00 × 8:30～17:30

12月31日(土)
～

１月５日(木)
× × × × ×

１月６日(金) 8:45～17:30 9:00～21:00 10:00～18:00 9:00～21:00 8:30～17:30

■
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

浜町方面 新地方面

燃やせるごみ 
(緑色の袋)

12月29日(木) 
１月５日(木)

12月30日(金) 
１月６日(金)

燃やせないごみ 
(黄色の袋) １月４日(水)

プラスチックごみ 
(オレンジ色の袋) １月11日(水)

資源ごみ 
(ペットボトル・缶等) １月４日(水) １月11日(水)

ミックスペーパー 
有害ごみ １月４日(水)

年末年始の
くらしのガイド
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■
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
年
末
年
始
と
１
月
の
休
日
当
番
医

○
医
科

※�

医
科
の
当
番
医
の
診
療
時
間
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
て
い
ま
す
。
診
療
時

間
は
午
後
６
時
か
ら
翌
午
前
７
時
ま
で

で
す

○
歯
科

※
歯
科
の
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。

■
金
融
機
関

○
北
海
道
信
用
金
庫(

古
平
支
店)

　

窓
口
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
も
に
12
月
31
日(

土)

か
ら
１
月
３
日(

火)

ま
で
お
休
み
で
す
。

○
郵
便
局(

古
平
郵
便
局
・
浜
町
郵
便
局) 

午前受付時間 午後受付時間

12月30日(金) 8:30～11:30 13:00～17:00

12月31日(土)
～

１月５日(木)
× ×

１月６日(金) 8:30～11:30 13:00～17:00

医科

日付 当番病院 電話番号

12月25日（日） 脳神経外科よいち汐風クリニック 余市 21-5566

12月31日（土） わたなべ内科医院 余市 22-3989

１月１日（日） 北郷耳鼻咽喉科医院 余市 23-5533

１月２日（月） 勝田内科皮フ科クリニック 余市 22-3843

１月３日（火） 中島内科 余市 22-3866

１月８日（日） 小嶋内科 余市 22-2245

１月９日（月） 田中内科医院 余市 22-6125

１月15日（日） 勤医協余市診療所 余市 22-2861

１月22日（日） 林病院 余市 22-5188

１月29日（日） 小嶋内科 余市 22-2245

歯科

日付 当番病院 電話番号

12月29日（木） みずの歯科医院 余市 22-2030

12月30日（金） 積丹町歯科診療所 積丹 44-2247

12月31日（土） トリヰ歯科医院 余市 22-5555

１月１日（日） てらデンタルクリニック 余市 23-4618

１月２日（月） 仁木フルーツの里歯科 仁木 32-3744

１月３日（火） 原歯科 余市 22-7301

古平郵便局（入船町） 浜町郵便局

郵便窓口 貯金・保険 ＡＴＭ 郵便窓口 貯金・保険 ＡＴＭ

12月30日(金） 9:00～17:00 9:00～16:00 8:45～18:00 9:00～17:00 9:00～16:00 9:00～17:30

12月31日(土） × × 9:00～17:00 × × 9:00～17:00

１月１日(日） × × 9:00～14:00 × × ×

１月２日(月） × × 9:00～14:00 × × ×

１月３日(火） × × 9:00～14:00 × × ×

１月４日(水） 9:00～17:00 9:00～16:00 8:45～18:00 9:00～17:00 9:00～16:00 9:00～17:30
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すこやかふるびら

10日【火】13：00～14：00
　健康相談
� ふるびら温泉

11日【水】9：30～11：00
　西部お達者クラブ
� 西部集会所

18日【水】9：30～11：00
　沖・浜町お達者クラブ
� 複合施設　かなえーる

30日【月】10：00～12：00
　こころの健康相談
� 倶知安保健所
※3日前までにご予約ください
℡0136-23-1957(倶知安保健所)

けんこう
カレンダー
１月

　

新
年
「
年
神
様
」
の
依
り
代
「
鏡

餅
」
を
飾
る
ご
家
庭
が
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

鏡
餅
は
年
神
様
を
お
迎
え
し
、
も

て
な
し
、
お
見
送
り
す
る
間
の
居
場

所
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
11
日
に
は
、
鏡
開
き
を
行
い
、

お
汁
粉
や
き
な
こ
餅
を
作
っ
て
、
無

病
息
災
を
祈
願
し
ま
す
。

　

今
年
は
洋
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
方
が
楽
し
め
る

お
も
ち
ピ
ザ
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

野
菜
は
、
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬
に
、

手
軽
に
野
菜
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

Cooking

フ
ラ
イ
パ
ン
で
お
も
ち
ピ
ザ

材
料�
�

生
地�

　
も
ち　
５
ミ
リ
位
に
ス
ラ
イ
ス

　
ピ
ザ
ソ
ー
ス�

適
量　

　
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
又
は
サ
ラ
ダ
油

�

大
さ
じ
1

　
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ�

お
好
み
の
量

�

具
材�

　
玉
ね
ぎ
ス
ラ
イ
ス　
　
１
／
４
個

　
ピ
ー
マ
ン　
　
　
　
　
１
個

　
ウ
イ
ン
ナ
ー　
　
　
　
３
本

　
ミ
ニ
ト
マ
ト　
　
　
　
５
個

　
具
材
は
お
正
月
の
残
り
物
の
金
平

ご
ぼ
う
や
煮
物
を
小
さ
く
カ
ッ
ト
し

た
も
の
や
、
キ
ノ
コ
類
や
ツ
ナ
缶
、

た
ら
こ
な
ど
お
好
み
の
材
料
で
Ｏ
Ｋ

で
す
。

作
り
方�

①�　
フ
ラ
イ
パ
ン
に
薄
く
油
を
ひ
き

餅
を
並
べ
る

②�　
①
に
大
さ
じ
１
杯
の
水
を
入
れ

て
蓋
を
し
て
弱
火
で
じ
っ
く
り
焼

く
③�　

お
餅
が
膨
ら
ん
で
き
た
ら
、

チ
ー
ズ
、
そ
の
他
の
具
材
、
ピ
ザ

ソ
ー
ス
、
チ
ー
ズ
の
順
に
乗
せ
る

④�　
蓋
を
し
て
弱
火
で
３
～
５
分
ほ

ど
焼
く

令
和
５
年
が
健
康
で
佳
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

☎
０
１
３
５
―
４
８
―
９
８
３
９

　
　
　
　

（
内
線
１
３
３
・
１
３
４
）
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本の海より ～季節を楽しむ～

　今月は日本の四季にちなんだ本を紹介します。

古平町図書館　複合施設「かなえーる」２階
開 館 日：火～日　10：00～18：00、祝日　10：00～17：00
閉 館 日：月、年末年始（12月31日～翌年１月５日）、蔵書点検期間
貸出期間：２週間　　貸出冊数：１人15冊まで （図書と雑誌を合わせて）
お問い合わせ先：教育委員会生涯学習係　☎0135－42－2590（内線145）

『わくわくほっこり　二十四節気を楽しむ図鑑』� 　君野倫子　著

　二十四節気という、四季をさらに分け、それぞれに漢字２文字の名前を付け
て表した季節と、その時々に行う日本の伝統行事を詰め込んだ、歳時記入門の
本です。

★日時

　１月21日（土）11：00～
★場所

　古平町図書館　視聴覚室

　（複合施設「かなえーる」２階）

１月のおはなし会

『しばわんこの和の行事えほん』� 川浦良枝　著

　１月から１２月までの行事を、その由来から折り紙などのあそび方を交えて紹
介している絵本です。子どもから大人まで楽しめる本です。

『ふきさんのシーズンおもちゃ大百科』� 佐藤蕗　著

　今日は何して遊ぼうか？と、親子で季節をもっと楽しむための、遊びのアイデ
アがたくさん書かれた本です。
　イベントやパーティーで使えるお菓子レシピも入っています。

「ぬくぬくあったか　ごはんのはなし」

令和４年１２月３１日（土）から令和５年１月５日（木）までは、休館です

・「和」のある暮らし（食べ物、風習）

・シリーズ読破（小説）

・冬を楽しむ（編み物、絵などの趣味）

・あったかいごはん（絵本）

１，２月の展示
（図書館内８－１書架）

日本の行事の中の食べ物やおもちゃ、世界の景色
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国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除されま

すが、控除の対象となるのは、令和４年中（令和４年１月１日から令和４年12月31日）に納められた保

険料の全額です。（令和４年中に納められたものであれば、過去の年度分の保険料や追納された保険料

も控除の対象となります。）

　本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告

の際に、保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要になります。

　このため、日本年金機構から、次のスケジュールで「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を

対象者宛てに発送されますので、お手元に届きましたら、大事に保管し、年末調整や確定申告の際に使

用してください。

発送時期 対象者

令和４年11月上旬 令和４年１月１日から令和４年９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方

令和５年２月上旬 令和４年10月１日から令和４年12月31日までの間に国民年金保険料を納付された方

　なお、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合は、ご自身の国

民年金保険料に加え、その保険料についても控除が受けられます。

　国民年金制度は、税法上とても有利になるだけでなく、老後はもちろん不慮の事故など万一のときに

も心強い味方となる制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう！

◇お問い合わせ先　小樽年金事務所　☎０１３４-６５-５００２

放送大学入学生募集のお知らせ
　放送大学は、４月入学生を募集しています。

　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然

科学など、約300の幅広い授業科目があり、１科

目から学ぶことができます。全国に学習センター

が設置されており、サークル活動などの学生の交

流も行われています。

　出願期間は、第１回は令和５年２月28日（火）

まで、第２回は令和５年３月14日（火）まで。

◇お問い合わせ先　

　放送大学北海道学習センター

　☎０１１-７３６-６３１８

各種自衛官等を募集します
　自衛官候補生（男子・女子）、予備自衛官補（一

般・技能）を募集します。

　また、当事務所では、新型コロナウイルス感染

予防対策を万全にして随時説明会を行っています。

※�自衛官候補生及び一般曹候補生の採用年齢は18

歳以上33歳未満です。

◇お問い合わせ先

　自衛隊札幌地方協力本部小樽地域事務所

　☎０１３４-２２-５５２１

「古平町指定史跡」紹介看板を新設しました
　「古平町指定史跡」紹介看板を新設しました。これまでは、碑名や指

定年月日を記したシンプルな標柱でしたが、新しい看板では古平町を

代表する文人の生い立ちや、石碑建立の由来を詳しくご紹介しています。

　これを機に町内７か所の指定史跡を回り、改めてわがまちの文学の

歴史に触れてはいかがでしょうか。

「古平町指定史跡一覧」

第１号　吉田一穂生誕百年記念碑「白鳥古丹」（新地町90-1日本海ふるびら温泉しおかぜ前）

第２号　水見悠々子句碑（浜町50古平町複合施設「かなえーる」前庭注）

第３号　高野素十句碑（浜町50古平町複合施設「かなえーる」前庭注）

第４号　今中素友歌碑・筆塚（浜町368禅源寺境内）

第５号　野村泊月句碑（浜町368禅源寺境内）

第６号　吉田一穂詩碑「魚歌」（港町厳島神社境内）

第７号　吉田一穂詩碑「鎮魂歌」（新地町86琴平神社境内）

◇お問い合わせ先　教育委員会生涯学習係　☎０１３５-４２-２５９０（内線１４４、１４５）

第１号 吉田一穂生誕百年記念碑「白鳥古丹」
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余市税務署からのお知らせ 　　所得税などの申告は、e-Taxをご利用ください
〇オンラインを活用して新型コロナウイルス感染防止！
　国税庁ホームページでは、スマートフォンやパソコンなどから、所得税・消費税・贈与税の申告書を
作成し、e-Tax（電子申告）等で提出することができます。感染防止の観点から、多くの方が訪れる確
定申告会場ではなく、是非、ご自宅での申告書の作成・提出をお願いします。詳しくは、国税庁ホーム
ページをご覧ください。

【リーフレット】「さあ自宅でe-Tax！
確定申告書等作成コーナーから」 【確定申告書の作成はこちら】

〇e-Taxを利用するメリット！
・税務署に行かずに自宅から申告。
・�生命保険料控除証明書、地震保険料控除証明書などの添付書類は、記載内容を入力・送信すれば提出
や提示が不要。

　※　法定申告期限等から５年間、税務署から書類の提出や提示を求められることがあります。
・自宅からe-Taxで提出された還付申告は、３週間程度で還付。
・確定申告期間中は、24時間いつでも利用可能。※　メンテナンス時間を除きます。
(注)　医療費の領収書の提出又は提示は不要です（代わりに、医療費控除の明細書の提出が必要です。）。
　　　源泉徴収票の提出又は提示は不要です。
◇お問い合わせ先
　余市税務署　
　☎０１３５－２２－２０９３

暴風雪等による道道の通行止めの規制について
　冬に吹雪で見通しのきかない道路では通行止めの規制が実施されます。

　通行止め区間へ脇道から侵入すると、吹き溜まりに衝突したり、車両がスタックし孤立するなど、命

にかかわる重大な事故に繋がる恐れがあり、大変危険です。

　お出かけする際には、小樽建設管理部維持管理課へのお問合せいただくか、北海道地

区道路情報のページで通行規制の状況をご確認いただき、指定された迂回路のご利用を

お願いいたします。

　北海道地区道路情報  https://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/RoadInfo/index.htm

◇お問い合わせ先　北海道後志総合振興局小樽建設管理部維持管理課　☎０１３４－２５－２４４４

余市警察署だより
〇詐欺電話シャットアウトセミナー開催のお知らせ

　日時：１月16日（月）午後３時から１時間程度　　　場所：余市警察署３階大会議室

　詐欺の手口の紹介や対処方法の講義を行います。受講希望者は、事前に電話で申込し

てください。

　町内会等の会合に出向く出張セミナーも行いますので、お問い合わせください。

〇違法・迷惑駐車の防止

　違法・迷惑駐車は、見通しが悪くなり事故の危険が高まるほか、消防や救急活動を妨げ、冬の除雪の

妨げとなり歩行者や車の通行の障害となるのでやめましょう。

　『道路を車の保管場所として使用すること』も保管場所法という法律違反となります。

　この法律には、道路上に長時間駐車（12時間以上の駐車、夜間にあっては８時間以上の駐車）をして

はならないことなどが定められており、長時間駐車の違反は、罰金20万円以下、違反点数２点という重

い罰則が科せられています。

〇１月10日は「110番の日」～緊急通報は110番、相談電話は「＃9110」

　110番は、事件・事故などが発生した際の緊急通報用の電話です。慌てず、落ちつい

て質問に答えてください

　警察官が早く到着できるよう、その場所の住所や付近の目標となる建物などを正しく伝えてください

急を要しない困り事や相談は、警察相談電話「 #9110 」または最寄りの警察署、交番へお問い合わせ

下さい

◇お問い合わせ先　余市警察署生活安全係　　☎０１３５－２２－０１１０（内線２６２）
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12月に満１歳になる子どもを紹介します。
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